
環境保全と自然共生社会の構築

環 境〈 E 〉

　TG2050環境チャレンジの水リスクの極小化に向けて、
2030年マイルストーンを設定して取り組みを推進していま
す。実現に向けては、国内外の拠点を水量、水質の両面でリ
スク評価して、高リスクの拠点の改善を進めています。
　また、低リスクの拠点においても資源の有効活用のために、
水の取水量の削減に取り組んでいます。
　2020年度は、水漏れの改善やリサイクル推進などの削減
に取り組みました。また、排水処理施設を計画的に更新する
など、よりきれいな排水にするように取り組んでいます。

　化学物質管理や環境に関連する法令遵守を図るとともに生物多様性の保全活動を推進しています。
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※1 売上高当り水使用量（指数）は基準年を100とした場合の数値

　人や地球にやさしい製品、工程づくりに向けて化学物質
の選定、管理の強化を図るとともに、ISO14001に基づき国
内外の法規制や顧客の基準への対応など環境管理の改善を

図っています。
　また、生物多様性に向けた里山整備、ビオトープの設置、
干潟などの保全活動に取り組んでいます。
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